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（２）

農地所有者等に対して、

等の意向を調査

遊休農地

い





遊休農地対策について

　担い手の高齢化、農家戸数の減少や米価を中心とした農産物価格の低迷などから耕作放棄地

や不作付け地などの遊休農地が増加傾向にあります。

　深谷市農業委員会では、毎年農地利用状況調査を実施し、遊休農地化の恐れのある農地を把

握し解消に努めています。

遊休農地面積 解消実績

筆数 面積（ha） 筆数 面積（ha）

平成25年度 1,727 138.2 490 49.6

平成26年度 1,820 153.1 827 69.0

平成27年度 1,960 164.4 457 43.0



（３）

○農地中間管理機構（埼玉県農林公社）で借り受ける農地とは

　・農業振興地域内にある農地等であること
　・農地としての利用が著しく困難でないこと
　・当該農地の存する地域に十分な借受希望者が見込まれること
　・その他、農用地の利用の効率化及び高度化に資すると見込まれるものであること
　※ 機構の借受期間は、原則として６年以上としています。
　※  機構が借り受けて、２年を経過しても借受希望者が見つからない場合は、所有者（出し手）に戻すこととなります。

【問い合わせ先】     
公益社団法人　埼 玉 県 農 林 公 社
〒361－0013　行田市大字真名板1975番地1
TEL 048－558－3555　FAX 048－558－3558

○農地中間管理事業のしくみ

　農地利用集積円滑化事業を行う主体（実施主体）を農地利用集積円滑化団体といいます。
　深谷市では、ふかや農業協同組合、埼玉岡部農業協同組合、榛沢農業協同組合、花園農業協
同組合です。

○農地利用集積円滑化事業とは

　農地利用集積円滑化事業とは、農地等の効率的な利用に向け、その集積を促進するため、
平成21年12月に施行された改正農地法により創設（農業経営基盤強化促進法に措置）された
次の3事業のことです。 

・農地所有者代理事業 
　 　農地等の所有者から委任を受けて、その者を代理し、農地等について売渡しや貸付け等を

行う事業
・農地売買等事業
　　農地等の所有者から農地等の買入れや借入れを行い、その農地等の売渡しや貸付けを行う事業
・研修等事業
　 　農地売買等事業により一時的に保有する農地等を活用して、新規就農希望者に対して農業

の技術、経営の方法等に関する実地研修を行う事業

農 地 中 間 管 理 事 業 と は

農地利用集積円滑化団体とは

出し手

事 由
・規模縮小
・経営転換
・農地相談

農地中間管理機構
（公益社団法人埼玉県農林公社）

・農地の借り受け
・受け手がまとまりのある形で
　農地を利用できるよう貸し付け
・貸し付けるまでの間、農地の管理
・必要に応じ、簡易な条件整備

受け手

事 由
・規模拡大
・新規参入

借受 貸付



（４）

▲アライグマ捕獲用箱わな

▲捕獲されたアライグマ ▲アライグマによる食害例































































































































防
止
す
る
た
め
の
対
応

　

日
中
の
気
温
の
高
い
時
間
帯
を
外
し
て
作
業

を
行
う
と
と
も
に
、
休
憩
を
こ
ま
め
に
と
り
、

作
業
時
間
を
短
く
し
た
り
、
汗
で
失
わ
れ
た
水

分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
気
温
が
著
し

く
高
く
な
り
や
す
い
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
内
で
の

作
業
に
つ
い
て
は
、特
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

帽
子
の
着
用
や
、
汗
を
発
散
し
や
す
い
服
装

を
着
用
し
、
作
業
場
所
に
は
日
よ
け
を
設
け
る

等
で
き
る
だ
け
日
陰
で
作
業
す
る
よ
う
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

屋
内
で
は
遮
光
や
断
熱
材
の
施
工
等
に
よ

り
、
作
業
施
設
内
の
温
度
が
著
し
く
上
が
ら
な

い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、風
通
し
を
よ
く
し
、

室
内
の
換
気
に
努
め
、
作
業
施
設
内
に
熱
源
が

あ
る
場
合
に
は
、
熱
源
と
作
業
者
と
の
間
隔
を

空
け
る
か
断
熱
材
で
隔
離
し
、
加
熱
さ
れ
た
空

気
は
屋
外
に
排
気
す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
な
っ
た
時
の
対
応

1.　

涼
し
い
場
所
に
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

2.　

衣
服
を
脱
が
せ
、身
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。 

3.　

水
分
・
塩
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。 

4.　

 

自
力
で
水
を
飲
め
な
い
、意
識
が
な
い
場
合

は
、直
ち
に
救
急
隊
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。 

●
問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課
農
業
政
策
係

 

☎
５
７
７

－

３
２
９
８

　

近
年
、
野
生
化
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農

作
物
被
害
や
家
屋
へ
の
侵
入
等
、
生
活
環
境
被

害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

深
谷
市
で
は
平
成
22
年
度
よ
り
、
鳥
獣
害
対

策
協
議
会
を
設
置
し
、
被
害
防
止
対
策
に
向
け

　
■
箱
わ
な
を
用
い
た
捕
獲

　
■�

圃
場
へ
の
侵
入
を
防
止
す
る
電
気
柵
の
設
置

　

毎
年
稲
が
穂
を
付
け
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
鳥

追
い
の
爆
音
機
の
騒
音
に
よ
る
苦
情
が
発
生
し

ま
す
。

　

住
宅
地
等
に
隣
接
す
る
農
地
で
は
、
防
鳥

テ
ー
プ
や
防
鳥
網
等
に
よ
る
鳥
害
防
止
対
策
を

講
じ
、
爆
音
機
等
は
極
力
設
置
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

他
の
有
効
な
鳥
害

防
止
手
段
が
取
れ
な

い
場
合
な
ど
で
、
止
む

を
得
ず
爆
音
機
を
使

用
す
る
場
合
は
、
発
生

音
量
や
使
用
期
間
、
時

間
帯
な
ど
を
考
慮
し
、

周
辺
環
境
に
勘
案
し

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

鳥
追
い
爆
音
機
の

�

使
用
に
つ
い
て

農
作
業
中
の
熱
中
症
の

�

防
止
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
に
よ
る

�

農
作
物
被
害
に
注
意
！

等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
に

つ
い
て
、農
家
の
皆
様
へ
、箱
わ
な
や
電
気
柵
の

貸
出
し
を
行
い
ま
す
。貸
出
し
を
ご
希
望
さ
れ

る
際
は
、農
業
振
興
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
被
害
対
策
と
し
て
は

　
■�

餌
と
な
る
家
庭
ゴ
ミ
、
作
物
残
さ
を
放
置

し
な
い
。

　
■
住
処
と
な
る
空
き
家
を
つ
く
ら
な
い
。

　
■�

耕
作
放
棄
地
を
つ
く
ら
な
い
。（
有
害
鳥

獣
の
隠
れ
場
所
と
な
り
ま
す
。）

な
ど
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
は
地
域
全
体
で
の
取
り
組
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
農
作
物
被
害
防
止
の
た

め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
深
谷
市
鳥
獣
害
対
策
協
議
会
事
務
局
（
農
業
振
興
課
内
）

　
 

☎
５
７
７

－

３
２
９
８



（５）

「
農
業
者
年
金
」で
生
活
の
安
定
を

　
　
　
　
　
　

考
え
ま
せ
ん
か
？

　
農
業
者
年
金
は
、
農
家
の
こ
と
を
知
り
つ
く

し
た
農
家
の
た
め
の
年
金
で
す
。
農
業
者
年
金

の
加
入
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
、
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
で
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
へ
の
上
乗
せ
が

あ
り
ま
す
。

　

農
業
者
の
老
後
の
生
活
の
収
入
は
、
国
民
年

金
＋
農
業
者
年
金
が
基
本
で
す
。

　

農
業
者
の
豊
か
な
老
後
の
生
活
の
た
め
に

は
、
国
民
年
金
だ
け
で
は
十
分
と
は
い
え
ず
、

生
活
費
は
自
分
で
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
農
業
者
年
金
は
、国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）

に
上
乗
せ
し
た
公
的
年
金
で
す
。

　

皆
様
も
、
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
農
業

者
年
金
に
加
入
し
て
安
心
で
豊
か
な
老
後
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

加
入
の
要
件

　

次
の
『
３
つ
の
要
件
』
を
満
た
す
方
な
ら
ど

な
た
で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
脱
退
も
自

由
で
す
。

① 　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
た
だ
し
、

保
険
料
納
付
免
除
者
で
な
い
こ
と
）

②　

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
か
た

③　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
か
た

加
入
の
種
類

　

１
、
通
常
加
入

　

政
策
支
援
を
受
け
な
い
場
合
の
加
入
で
、
加

入
要
件
を
満
た
し
た
者
が
申
込
む
こ
と
に
よ
り

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
、
政
策
支
援（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）加
入

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る
な
ど

一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
経
営
者
に
は
、
保

険
料
に
係
る
負
担
を
軽
減
す
る
政
策
支
援
（
国

か
ら
月
額
最
高
１
万
円
の
保
険
料
補
助
）
が
あ

り
ま
す
。

保
険
料
の
額
は
自
分
が
決
定

　

通
常
加
入
の
場
合
の
保
険
料
は
、
月
額
２
万

円
か
ら
６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で
、
千
円
単
位

で
本
人
が
決
定
し
、
い
つ
で
も
額
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

政
策
支
援
加
入
の
場
合
、
政
策
支
援
区
分
及

び
年
齢
に
応
じ
た
月
額
と
な
り
ま
す
。
政
策
支

援
を
受
け
て
い
る
期
間
は
保
険
料
の
額
を
変
更

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

年
金
給
付
と
一
時
金

　

給
付
の
種
類
は
、
農
業
者
老
齢
年
金
、
特
例

付
加
年
金
、
死
亡
一
時
金
の
３
種
類
で
、
原
則

65
歳
か
ら
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。

　

80
歳
に
達
す
る
前
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
死

亡
し
た
月
の
翌
月
か
ら
80
歳
に
達
す
る
月
ま

で
、
そ
の
人
が
受
給
す
る
は
ず
だ
っ
た
農
業
者

老
齢
年
金
の
額
の
死
亡
時
の
現
在
価
値
相
当
額

が
、
生
計
を
一
に
す
る
遺
族
に
死
亡
一
時
金
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他

・
納
付
し
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節

税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
る
か
た
は
、国
民

年
金
の
付
加
年
金（
付
加
保
険
料
月
額
400
円
）へ

の
加
入（
強
制
適
用
）も
必
要
と
な
り
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ�　

脱
退
は
自
由
に
で
き
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
脱
退
し
た
場
合
の
保
険
料
は
ど
う
な
る

の
で
す
か
？

Ａ�　

脱
退
し
た
場
合
は
、
脱
退
一
時
金
は
出
ま

せ
ん
。そ
れ
ま
で
に
積
み
立
て
た
保
険
料
は
、

将
来
年
金
と
し
て
お
支
払
い
し
ま
す
。
脱
退

し
た
後
も
積
み
立
て
た
保
険
料
の
運
用
状
況

を
毎
年
６
月
に
基
金
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

Ｑ�　

少
子
高
齢
化
時
代
な
の
で
、
将
来
の
年
金

が
不
安
で
す
が
…

Ａ�　

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
自
ら
積
み
立
て

た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
を
年
金
原
資
と
し

て
年
金
額
が
決
ま
る
「
確
定
拠
出
型
の
積
立

て
年
金
」
で
す
の
で
、
年
金
財
政
が
現
役
世

代
と
引
退
世
代
の
人
口
比
の
影
響
を
受
け
な

い
の
が
特
徴
で
す
。
少
子
高
齢
化
時
代
で
も

安
定
的
な
終
身
年
金
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■ 　

農
業
者
年
金
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
仕
組
み
や
加
入
ま
で
の
流
れ
な
ど
、
分

か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。「
農
業

者
年
金
基
金
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 　

農
業
者
年
金
の
詳
し
い
内
容
や
加
入
の
お

申
込
み
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
５
７

７

－

３
４
３
９
）
か
最
寄
り
の
農
協
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



（６）

シ
リ
ー
ズ 

新
規
就
農

「
就
農
を
発
信
し
た
い
」






























永
田
　
柿か
き
ざ
わ澤

　
文ふ
み
ゆ
き喜
さ
ん
（
31
才
）

編　

集　

後　

記

グリーン購入法
適合印刷物です

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
深
谷
市
の
明
日
の
農

業
を
担
う
新
規
就
農
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
シ
リ
ー
ズ
第
18
回
は
、
花
園
地
区
の
永
田
で

就
農
さ
れ
た
、
柿
澤
文
喜
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

Q　

こ
れ
ま
で
の
経
歴
や
、
農
業
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？ 

A　

地
元
の
農
家
で
3
年
間
研
修
し
た
後
、
埼

玉
県
農
業
大
学
校
で
1
年
間
の
コ
ー
ス
を
修

了
し
、
30
歳
を
機
に
独
立
し
よ
う
と
思
い
、

農
業
に
就
き
ま
し
た
。

Q　

現
在
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

A　

ハ
ウ
ス
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
し
、
埼
玉

産
直
セ
ン
タ
ー
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
8
月

に
植
え
付
け
を
し
て
、
来
年
6
月
ま
で
収
穫

の
予
定
で
す
。

Q　

農
業
を
始
め
て
感
じ
た
こ
と
や
、
大
変
な

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

A　

ハ
ウ
ス
は
、
天
候
の
心
配
は
さ
ほ
ど
あ
り

ま
せ
ん
が
、
環
境
制
御
（
遮
光
・
暖
房
・
湿

気
対
策
等
）
の
基
本
管
理
を
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
作
業
を

進
め
る
こ
と
が
大
事
で
、
一
日
先
延
ば
し
に

し
た
こ
と
が
二
～
三
か
月
後
に
出
て
き
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
や
っ
た
分

は
返
っ
て
く
る
の
で
楽
し
い
で
す
。

Q　

休
み
の
日
は
、
何
を
し
て
い
ま
す
か
？

A　

丸
一
日
の
休
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
管
理
上

離
れ
ら
れ
な
い
の
で
、
近
隣
に
出
か
け
る
く

ら
い
で
す
。
家
で
は
、
農
業
関
係
の
本
を
読

ん
だ
り
、
映
画
を
観
た
り
し
て
い
ま
す
。

Q　

将
来
の
夢
は
何
で
す
か
？　

A　

農
業
経
験
が
全
く
な
か
っ
た
自
分
が
、
本

格
的
に
農
業
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
て
運
が

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
農
業
で
も

平
均
年
収
を
確
保
し
、
家
も
車
も
買
え
る
と

い
う
こ
と
を
発
信
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
、
農
業
を
す
る
人
が
少
な
く
、

就
職
で
き
な
い
人
た
ち
も
い
ま
す
が
、
農
業

が
い
い
よ
と
言
え
る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
農
業
を
や
っ
て

も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

新
規
就
農
コ
ー
ナ
ー
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
夢
を
語
る
柿
澤
さ
ん
の
明
る
い
表
情
が

印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
農
業
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
農
業
は
い
い
よ
！
」
と
言
え
る

農
家
が
増
え
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

編
集
委
員
会
は
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
な

り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
皆
様
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
〝
農
委
だ
よ
り
”
を
お
届
け
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

農
委
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

委
員
長　

橋
本
繁
穂

　
　
　

委　

員　

大
澤
敬
一
郎　

蛭
川　

登

　
　
　
　
　
　
　

福
島
政
治　
　

森
下
幹
雄

　
　
　
　
　
　
　

福
島
和
　
　

金
子

雄

　
　
　
　
　
　
　

平
野
冬
至
子


